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林業に就きたい人の総合相談

森
も り

林の仕事ガイダンス2016 　開催

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

中
央
通
り

JR
有楽
町
駅

JR
東
京
駅

帝国劇場

丸ビル

マリオン

ビッグカメラ
交通会館

プランタン

松屋

千代田線
二重橋前駅

銀座線
京橋駅

千代田線
日比谷駅

日比谷線
日比谷駅

丸ノ内線
銀座駅

東京国際フォーラム

●東京会場

1月30日（土）13：00～ 17：00
東京国際フォーラムホールB5

JR有楽町駅より
徒歩１分、JR東
京駅より徒歩５分

●

●

●

●
●

●

大阪歯科大
土佐堀通

大阪府庁法務局

近畿地方
整備局

大阪城

大阪天満宮

大阪天満宮
JR東西線

地下鉄堺筋線

京阪本線

至京橋大川

京阪中之島線

天
満
橋

地
下
鉄
谷
町
線

南
森
町

天満橋

大阪マーチャン
ダイズ・マート

●大阪会場

1月23日（土）13：00～ 17：00
大阪マーチャンダイズ・マートAホール

京阪電車「天満橋」
駅東口、地下鉄谷
町線「天満橋」駅
北改札口から地下
通路にて連絡

林
業
に
関
す
る
総
合
説
明
会
・
相
談
窓
口
と
な
る
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
2
0
1
6
」
が
、
大
阪
・

東
京
で
開
催
さ
れ
る
。「
林
業
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
」
の
よ
う
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
人
か
ら
「
早
く
就

業
し
た
い
！
」
と
い
う
意
欲
の
強
い
人
ま
で
、
林
業
に
関
心
を
持
つ
全
て
の
人
が
対
象
だ
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
林
業
に
就
い
た
人
も
多
い
の
で
、
興
味
を
持
っ
た
な
ら
ま
ず
は
会
場
を
訪
れ
て
み
よ
う
。

林
業
に
就
き
た
い
全
て
の
人
へ

総
合
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
！

Step
1

①植え付け

森林作業のサイクル

整地した土地に、苗木を
一定の間隔で植える ②下刈り

主に梅雨から夏にかけ
て、苗木の周囲に生える
雑草を刈る

優良な木を育てて出荷するのが
林業という仕事。その内容は、この
サイクルに示したことがメインとな
る。他にも林道の整備や倒木の
処理なども森林作業に含まれる。

⑧集材・搬出
丸太を1ヵ所に集める

③除伐
苗木の成長を妨げるほか
の樹木や、健全でない立
木を取り除く

⑦造材
間伐・伐採した木の
枝を切り、規定の長
さの丸太にする

④枝打ち
上質な木を育てるために
不要な枝を切り落とす

⑤間伐
健全な森林にするため、ま
たより良い木を育てるため
の間引き

⑥伐採（主伐）
利用可能な大きさになった
樹木を切り倒す

「林業に興味がある」「森林で働きたい」
そんな希望を持つ全ての人を応援する「森林の仕事ガイダンス」が2016年も開催。

林業の仕事を知りたい、相談をしたいという人はぜひ参加しよう！

「森林の仕事ガイダンス」は、就業斡旋のためのガイダンスではありません。

入場無料 入退場自由 資格不問 履歴書不要 服装自由
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3 No.28  2015  冬号

森林の仕事ガイダンスの歩き方

林
業
就
業
希
望
者

就
職
活
動
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

森
林
組
合
や
民
間
の
林
業
会
社
に
就
業

「
緑
の
雇
用
」研
修

林
業
の
技
術
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の

実
務
を
就
業
先
で
研
修

「
緑
の
雇
用
」現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業（
林
野
庁
）

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加

林
業
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、

研
修
、就
業
へ
の
相
談
を
す
る

地
域
に
定
着
し
て
林
業
に
従
事

林
業
へ
就
業
す
る
ま
で
の
道
の
り

林業就業の基礎的知識、実地講
習などの講習会（20日間程度）
林業就業支援事業（厚生労働省）

林業就業支援講習

林業ボランティア活動
アルバイトの経験
チェーンソー等の資格取得

緑の研修生交流ブース
各県の「緑の研修生」が相談に
乗ってくれるのがこのブース。
「緑の雇用」事業を受けての感想
や、就業までどんな道すじを辿っ
たのかなどの体験談は大いに参
考になるはず。

全国森林組合連合会
総合相談ブース
まだまだ林業に関する基本的な疑問が
残っているという人はこちらのブース。
全国森林組合連合会のスタッフが、林業
の基礎から業界の現状など様々な疑問に
答えてくれる。

都道府県相談ブース
就業したい地域が絞られている人にオス
スメなのがこのブース。都道府県ごとに
設置されており、各地域の林業の特色や
求人についての情報提供をしてくれる。
移住に関する相談にも応じてくれるので、
就業にグッと近づくことができるぞ。

森林の道具展示コーナー
作業服やチェーンソーなどの林業
の道具一式を展示している。見て
いれば就業後のイメージが沸いて
くるぞ。

Step
1

Step
2

Step
3

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
で
き
る
こ
と
①　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

林
業
の
基
礎
を
知
ろ
う

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
で
き
る
こ
と
②　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

林
業
就
業
者
の
本
音
を
聞
こ
う

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
で
き
る
こ
と
③　

３
つ
の
相
談
ブ
ー
ス
で

疑
問
を
解
消
し
よ
う

会
場
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
で
林
業
の
基
礎
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
ら

れ
た
映
像
で
、
普

段
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い

林
業
の
実
際
の
仕

事
ぶ
り
を
伝
え
て

く
れ
る
。

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
緑
の
研
修
生
」（
5

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
予
定
。
林
業

に
就
い
て
間
も
な

い
緑
の
研
修
生

が
、
林
業
の
魅
力

や
驚
い
た
こ
と
な

ど
を
本
音
で
語
っ

て
く
れ
る
の
で
、

大
い
に
参
考
に
な

る
は
ず
だ
。

林
業
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
境
遇
に
よ
っ
て
様
々
な
疑
問
や
課
題
が
思
い
浮

か
ん
で
く
る
は
ず
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
思
い
を
左
に

紹
介
す
る
３
つ
の
相
談
ブ
ー
ス
に
ぶ
つ
け
て
み
よ
う
。

親
身
に
な
っ
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
ぞ
。

その他
こんな
コーナーも
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4No.28  2015  冬号

「
林
業
就
業
支
援
講
習
」
は
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
と
し
て
全
国
森
林
組
合
連
合
会

が
各
都
道
府
県
に
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

原
則
45
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
林
業
の
基
礎
知
識
、
林
業
体
験
、
職
場
見
学
、
就
業
・

生
活
相
談
を
通
じ
て
林
業
へ
の
円
滑
な
就
業
を
支
援
し
ま
す
（
な
お
、
こ
の
講
習
は
、

必
ず
し
も
就
職
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

詳
細
は
左
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
！

●詳細はホームページをチェック！

林業就業支援ナビ
林業就業支援講習や、他の講習、ガイダンスな
どの情報はこちらのホームページでチェックし
よう。各都道府県の林業イベント情報なども掲
載している。
http://www.nw-mori.or.jp/

林業就業支援講習 検索

就業前に林業に触れる「林業就業支援講習」

チェーンソー講習
林業には欠かせない道具であるチェーンソー。持
ち方や刃の角度などの説明を受け、実際に木を切
りながら技術を身に付けていく。

実地講習＋資格取得
取得資格：チェーンソー/刈払機/小型車両系建設機械
（実施しない県もあります。）
講習日数：10～20日間

実地講習
習得した技術を使い、実際に林内で作業をする。

今
年
の
秋
、
林
業
就
業
支
援
講
習
を
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
受
講
し
た
。
私

も
含
め
10
人
程
度
の
受
講
生
が
い
た
。

初
め
に
林
業
の
基
本
的
な
知
識
や
安
全

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
。
林
業
に
興
味

が
あ
り
、色
々
と
情
報
収
集
を
し
て
い
た
が
、

こ
の
講
義
を
受
講
し
て
、
自
分
で
調
べ
る
だ

け
で
は
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
林
業
の
現
状

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

刈
払
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
講
習
で
は
、

初
め
は
持
ち
方
す
ら
も
よ
く
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、
指
導
員
の
方
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
た
の
で
、
基
本
的
な
扱
い
方

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
資
格
も
取
れ
た
の
で
、
就
職
に
向
け

て
の
自
信
に
繋
が
っ
た
。

山
林
に
出
て
実
際
に
林
業
の
作
業
を
行

う
実
地
講
習
で
は
、
身
に
付
け
た
知
識
と

技
術
を
用
い
て
、
刈
払
機
で
雑
草
を
払
っ

た
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木
を
切
っ
た
り
と

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

林
業
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る
方
や
興

味
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
林
業
就
業
支
援

講
習
で
林
業
を
体
験
し
て
み
る
の
が
良
い

と
思
う
。
就
業
・
生
活
相
談
も
あ
る
の
で
、

就
職
の
準
備
が
で
き
る
し
、
同
時
に
林
業

と
い
う
仕
事
が
自
分
に
合
う
の
か
事
前
に

確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

事
前
に
林
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

ス
ム
ー
ズ
な
就
職
準
備
が
で
き
た
！

森
林
の
仕
事
に
就
く
第
一
歩
は
こ
こ
か
ら

「
林
業
就
業
支
援
講
習
」
に
参
加
し
よ
う

Step
2

現
場
の
声

●林業就業にかかる基本的な知識の講習　　●安全衛生講習　　●刈払機・チェーンソー作業の講習
●小型車両系建設機械（3t未満）運転業務の講習　※ カリキュラムの都合上、実施しない県もあります。
●実地講習　　●林業関係施設見学　　●就業・生活相談

林業体験（資格取得なし）
屋外作業、施設見学、就業・生活相談。短い期間に充
実の林業体験！
講習日数：4～5日間

相談会
林業の現状や仕事内容の説明、就業・生活相談、施設
見学等
講習日数：1日

林業就業支援講習「20日間コース」の実習プログラム例
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「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業
、

通
称
「
緑
の
雇
用
」
と
は
、
林
業
事
業
体
を
通

じ
て
林
業
に
就
い
た
人
を
支
援
す
る
国
の
制
度

の
こ
と
。
森
林
組
合
や
民
間
林
業
会
社
な
ど
の

林
業
事
業
体
が
新
規
就
業
者
に
研
修
を
行
う

際
、
事
業
体
に
対
し
て
国
か
ら
補
助
が
出
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

研
修
を
受
け
る
人
を
「
緑
の
研
修
生
」
と
い
う
。

そ
の
た
め
「
緑
の
研
修
生
」
に
な
る
に
は
、
林

業
事
業
体
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
の

条
件
と
な
る
。

「
緑
の
研
修
生
」
は
、
ま
ず
は
3
ヵ
月
間
ト
ラ

イ
ア
ル
雇
用
と
し
て
実
地
で
の
研
修
を
受
け
、

仕
事
や
職
場
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
試
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
林
業
作
業
士
（
フ
ォ

レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
）
研
修
生
と
し
て
、
実
地
研

修
と
並
行
し
て
「
緑
の
研
修
生
」
が
集
ま
る
集

合
研
修
に
も
参
加
し
、
様
々
な
機
器
の
取
扱
い

や
安
全
に
関
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
く
。
1
年

目
、
2
年
目
、
3
年
目
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
が

変
わ
っ
て
い
き
、
5
年
以
上
、
10
年
以
上
の
リ

ー
ダ
ー
向
け
の
研
修
も
用
意
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

充
実
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

●研修の体系

研修の種類 集合研修
実地（OJT）研修

（月表示：技術習得推進費助成の上限）
（日表示：指導費助成の上限）

トライアル雇用：本格就業前に、働き手が仕事や職場に合っているか試す3ヵ月間の就業。

本格採用前 実施しません。 （最大3ヵ月）（上限60日）

林業作業士（フォレストワーカー）研修
新しく林業の仕事を始めた方向け。OJT研修や集合研修を通じて、基本姿勢や基礎力を習
得し、職務の能力向上を図ることで、一人前の現場作業員になる能力を身に付けます。

１年目

35日程度
林業作業の基本
【実施する安全講習等】
・普通救命講習
・刈払機・チェーンソー使用業務
・車両系建設機械運転技能講習
など

育成研修
（上限８日）

実践研修
（最大10ヵ月）
（上限180日※）

※育成研修を含め、最大180日です

２年目

25日程度
1年目の内容の確認・応用
【実施する安全講習等】
・不整地運搬車運転技能講習
・機械集材装置運転業務　など

実地研修
（最大8ヵ月）
（上限140日）

３年目
17日程度
1・2年目で身につけた基礎力のさらなる向上
大型機械を使用した林業作業

実地研修
（最大8ヵ月）
（上限140日）

現場管理責任者（フォレストリーダー）研修
経験を積み職務力がついてきた方が対象。判断力・指導力向上、現場作業管理などを学び、
現場での管理・責任を担える能力を身に付けます。

５年以上
16日程度
【実施する安全講習等】
・造林作業指揮者　・はい作業主任者
・地山の掘削及び土止め支保工作業主任者

統括現場管理責任者（フォレストマネージャー）研修
現場の管理責任能力のある方が対象。コミュニケーション能力向上、林業の社会的使命、
企画・営業・販売などを学び、林業現場の統括管理責任を担える能力を身に付けます。

10年以上
10日程度
【実施する安全講習等】
・安全推進者養成講習

緑の雇用総合ウェブサイト
「RINGYOU.NET」

「緑の雇用」事業の詳しい説明はホー
ムページに掲載中。林業に関する
様々な情報や、各都道府県の相談窓
口も紹介している。

就業後に技術を磨く「緑の雇用」

体
力
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
大
切

山
口
県
美
祢
市　

カ
ル
ス
ト
森
林
組
合

今橋隆宏さん

西村綾佳さん

就
業
後
の
段
階
的
な
育
成
支
援

「
緑
の
雇
用
」
で
確
実
な
技
術
を

Step
3

現
場
の
声

山
口
県
美
祢
市
の
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合

に
勤
務
す
る
今
橋
隆
宏
さ
ん
と
西
村
綾
佳

さ
ん
。
2
人
と
も
異
業
種
か
ら
「
緑
の
研

修
生
」
と
し
て
林
業
の
世
界
に
飛
び
込
ん

だ
同
期
生
だ
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

「
す
べ
て
が
未
知
と
の
遭
遇
」
だ
っ
た
と

言
う
。

前
職
が
板
前
で
手
先
が
器
用
な
今
橋
さ

ん
は
「
思
い
ど
お
り
に
伐
倒
で
き
た
と
き

の
達
成
感
は
ひ
と
し
お
。
林
業
の
醍
醐
味

を
感
じ
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
重
機
の
操
作
技
術
を
極
め
た

い
」
と
話
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
学
校
に
通
っ

て
い
た
西
村
さ
ん
は
、
段
取
り
や
細
か
な

作
業
が
得
意
で
「
木
の
素
材
を
見
極
め
て

造
材
し
た
り
、
効
率
的
に
集
積
す
る
技
能

を
身
に
付
け
た
い
」
と
話
す
。
学
生
時
代

か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
る
西
村

さ
ん
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
活
か
す
こ

と
で
仕
事
の
精
度
も
速
度
も
高
ま
り
ま

す
。
林
業
も
バ
レ
ー
と
同
じ
で
チ
ー
ム
プ

レ
ー
で
す
」
と
語
る
。

緑の雇用 検索

詳しくは
ホームページで！
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過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
、
地
域

外
の
人
材
を
呼
び
込
ん
で
活
性
化
を
図
る「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」。
平
成
21
年
に
総
務
省
の

事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
取
組
は
、
地
方
創
生

の
核
と
し
て
年
々
規
模
を
拡
大
し
、
今
年
度

か
ら
は
農
林
水
産
省
の
事
業
も
名
称
が
統
一

さ
れ
た
。
現
在
は
全
国
で
１
６
２
９
名（
う
ち
、

旧
田
舎
で
働
き
隊
１
１
８
名
）
の
隊
員
が
活

躍
し
て
い
る
。

　

活
動
内
容
は
「
自
然
や
景
観
を
活
か
し
た

美
し
い
村
づ
く
り
」「
地
域
行
事
・
伝
統
芸
能

を
始
め
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
応
援
」

等
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

農
業
・
林
業
・
漁
業
で
も
、
将
来
的
な
独

立
を
見
据
え
た
担
い
手
の
募
集
、
特
産
品
の
開

発
、
農
業
体
験
ツ
ア
ー
等
が
あ
り
、
人
材
を

求
め
て
い
る
。
応
募
者
に
と
っ
て
は
、
培
っ
て

き
た
経
験
や
能
力
、
情
熱
を
地
域
や
人
の
た

め
に
活
か
せ
る
場
所
が
探
し
や
す
く
、
受
入
れ

態
勢
が
整
っ
て
い
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

政
府
は
平
成
28
年
度
に
隊
員
数
を

３
０
０
０
人
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て

お
り
、
ま
す
ま
す
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く

と
思
わ
れ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。
そ
ん
な

今
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
お
き
た
い
制
度
を
紹

介
す
る
。

過
外
の

域

地域おこし
協力隊

とは

　平成21年より制度化。総務省の地域おこ
し協力隊は、自治体が隊員の受入先となり、
募集にかかる経費や人件費は特別交付税と
して自治体に交付される。雇用形態は市町
村の臨時職員・非常勤嘱託、委嘱を受けて
活動する等、自治体によって様々だ。住民
の生活支援、環境保全活動等、“地域維持”
に主眼を置いた募集も行われている。

受入先  自治体の臨時雇用
手 当  自治体によって異なるが16万

6,000円／月程度が基本。
任 期 1年以上3年以下
活動条件  住民票を移す必要あり。転出・

転入地域の要件については下記
3原則により異なるため、事前
にホームページ等をチェック。

　　　　　 ① 転出地が都市圏・転入地が
地方部の場合

　　　　　 ②転入地が条件不利地域の場合
　　　　　 ③ 隊員経験者が他の地域で地

域協力活動をする場合
受入団体 444団体

地域おこし協力隊

総務省

任期後同一市町村内に定住した隊員の進路
※平成27年3月末までに任期を終えた隊員に関する調査

起業
76人
（17％）

就業
210人
（47％）

就農79人
（18％）

その他
70人
（16％）

未定8人
（2％）

注1： 平成21 ～ 24年度の事業実施体へ事業翌年度実
施したアンケート結果（267組織から回答）

注2： 定住者数は、派遣翌年度に受入地域に滞在してい
た人（調査は夏期に実施）で、就労状況は各事業
主体に確認。

　平成21年に始まった「農村活性化人材育成
派遣支援モデル事業（田舎で働き隊！）」が前
身事業で、25年度からは受入先は地域の協議
会等。都市農村共生・対流総合対策交付金を
活用する団体が、人材活用対策として専門家や
研修生を受入れている。今年度より総務省「地
域おこし協力隊」と名称を統一。任期が3年ま
で延長され、より地域で主体的に働くことがで
きる人材を求める意味合いが強まっている。

受入先  団体による雇用
手 当  地域によって異なるが14万円

／月程度が基本。
任 期 1年以上3年以下
活動条件  住民票を移す必要はなし。転出・

転入地域の要件は、原則的に同
一市町村内でなければ可能。

受入団体 146団体

地域おこし協力隊（旧田舎で働き隊）

農林水産省

研修後に定住した隊員の就労状況
※平成21～ 24年を対象とした調査

農林水産業
115人
（23％）

農業生産法人、NPOで
就農、就労
223人
（42％）

企業、公務員
129人
（25％）

無職
（求職、起業準備）

52人
（10％）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
２
つ
の

事
業
（
総
務
省
と
農
水
省
）

手
当
や
条
件
、
そ
の
違
い
は
？
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総務省
　まずは地方自治体による地域おこし協力隊の募集情報を確認し
よう。地域おこし協力隊オフィシャルサイトの「活動検索ページ」
なら、希望条件をチェックしながらの検索も可能。東京で例年1
月に開催される「地域おこし協力隊全国合同募集説明会」、東京
駅そばの「移住・交流情報ガーデン」でも随時、各自治体による
説明会が実施されているので、可能ならそれぞれの会場へ足を運
んでみよう。現場の声を聞ける貴重な機会となるはずだ。

面接・審査

申込後、自治体による選考（書類審査、面接等）が行われる。
採用が決定した場合は、委嘱状等の交付を受けるなどして、先
方の自治体へ住民票を移動することになる。

JOIN地域おこし協力隊ポータルサイト
URL：http://www.iju-join.jp/chiikiokoshi/

農林水産省
　東京・大阪で行われる募集説明会、募集地域との相談会（平成
27年度の募集は概ね終了）へ参加したり、ホームページから情
報を集めよう。申込は、地域おこし協力隊（旧田舎で働き隊）オ
フィシャルサイトの参加申込ページからエントリー。説明会に参
加する場合も、事前に登録しておけば地域との連絡がスムーズだ。
ウェブから申し込めない場合は、書類での登録（事務局へ要問合
せ）も受け付けている。

面接・審査

面接・審査方法は募集団体により異なる。希望する団体に問い
合わせるか、参加申込ページでチェック。説明会に参加の場合は、
その場で面接になることも。

地域おこし協力隊（旧田舎で働き隊）広域募集事務局（NTTデータ経営研究所内）
T E L：03-5213-4091
         （9：30～ 18：00、土日祝日を除く）
メール：inaka@keieiken.co.jp
URL：http://www.keieiken.co.jp/inaka/

遠藤裕未さん　鹿児島県西之表市
　平成22年9月から25年3月まで隊員とし
て活動。生姜山という集落でかつて生姜を栽
培していたことに着目し、生姜を軸にコミュ
ニティビジネスを企画・実施。終了後は生姜
を使った商品開発を本格化し、チョコレート
や紅茶等、次々と新商品を手掛ける。

地域おこし協力隊（旧田舎で働き隊）
農林水産省
　任期後、4～ 5年経過時の調査では、現在
も定住している人の割合は全体の65％。定住
者の職業は「自営・起業」23％、「自営就農」
11％。自営で事業を起こした人には、アルバ
イトや農作業を組み合わせて生活する人も多
い。

東田一馬さん　京都府京丹後市
　平成21年に田舎で働き隊研修生として、農
業や町おこしに携わる。研修後も同地に残り、
村営の「常吉村営百貨店」が閉店することを
知り一念発起。経営を引き継ぎ「つねよし百
貨店」として再スタートさせた。人々で賑わ
う店内には、地元の農作物が並ぶ。

任期後の

活動につ
いて

地域おこし協力隊　総務省
　平成27年3月31日までに任期を終了した隊
員の累計は、945人。そのうち、活動地及び近
隣市町村に定住した元隊員は557人で全体の
59％となる。その進路は、地方自治体、民間
企業、農業法人等への就職がもっとも多く210
人。以下、就農79人、株式会社、一般社団法
人の設立、飲食店経営等の起業76人と続く。

共通するおおまかな流れ

それぞれの募集手続き

説明会・ホームページ等で情報収集

参加申込

書類審査

面接

結果通知

隊員として活動終了 現地で就業・起業等

行ってみたい、働きたい、と思ったら

No.28  2015  冬号7
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ハ
ー
ブ
栽
培
に
取
り
組
む
の
は
、
協
力
隊
（
農

水
省
の
「
旧
田
舎
で
働
き
隊
」）
の
坂
野
さ
ん
。

河
北
潟
ハ
ー
ブ
文
化
協
議
会
の
研
修
生
に
な
っ

て
３
年
、
任
期
の
最
終
年
を
迎
え
た
。
活
動
は
、

栽
培
か
ら
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
多

岐
に
渡
る
。
こ
の
日
も
間
近
に
控
え
た
収
穫
祭

を
前
に
、
関
係
者
と
打
合
せ
を
重
ね
て
い
た
。

　
「
ハ
ー
ブ
は
色
ん
な
食
材
の
良
さ
を
引
き
出
す

植
物
で
す
。
そ
ん
な
ハ
ー
ブ
を
栽
培
す
る
私
自
身

も
、色
ん
な
人
と
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

収
穫
祭
で
は
、
河
北
潟
の
農
家
が
色
ん
な
作
物
を

販
売
し
ま
す
。
ペ
ザ
ン
で
知
り
合
っ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
も
企
画
し
て
い
ま
す
」。

　

河
北
潟
を
舞
台
に
積
極
的
に
活
動
す
る
坂
野

さ
ん
だ
が
、
元
は
全
く
違
う
道
を
歩
い
て
き
た
。

　
「
建
築
家
に
な
る
の
が
夢
で
、
地
元
の
高
等
専

門
学
校
で
は
建
築
の
勉
強
を
し
、
大
学
時
代
は

東
京
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
」。

　

し
か
し
、
建
築
に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
、
心
中

に
あ
る
違
和
感
が
生
じ
て
き
た
。

　
「
大
学
の
授
業
で
、
過
疎
地
域
の
解
決
に
は
何

が
必
要
か
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
。
そ
れ
は

と
て
も
、
部
外
者
が
一
朝
一
夕
で
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
な
、
と
。
地
域
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟

が
あ
る
人
で
な
け
れ
ば
、
変
え
ら
れ
な
い
と
思

[石川県津幡町]坂野 温 さん

　石川県かほく市出身。大学時代までは建築について学んでいたものの、自分が本
当にやりたいことを見つめなおした結果、地域おこし協力隊の隊員に。趣味は陶芸や
日曜大工等、“ものづくり”全般。

建
築
家
に
な
る
夢
か
ら
方
向
転
換

河
北
潟
を
舞
台
に
積
極
的
に
活
動
中
！

　

金
沢
平
野
の
北
部
に
約
１
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
が
広
が
る
河
北
潟
は
、
昭
和
38
年
の

干
拓
事
業
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
干
拓
地

だ
。
ぶ
ど
う
や
レ
ン
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
畑

作
や
酪
農
が
盛
ん
な
こ
の
地
域
の
中
心
部
に
、

ハ
ー
ブ
農
園
「
ペ
ザ
ン
」
が
あ
る
。
平
成
14
年
、

代
表
の
俵
朝
子
さ
ん
が
河
北
潟
の
自
然
を
活
か

し
た
ハ
ー
ブ
栽
培
を
志
し
て
営
農
を
開
始
し
た
。

　

約
１
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
園
で
約
30
種
類
の

河北潟のハーブで新しいライフスタイルを提案したい

ペザンへは、手書きの看板を目印
に。現在は金・土・日曜日の週末
のみの営業。時間は9時～17時。

地域おこし協力隊歴
2年４ヵ月
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い
ま
し
た
」。

ハ
ー
ブ
栽
培
を
通
じ
て
繋
が
る
人
と
人

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
た
い

　

地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
坂
野
さ
ん
は
、
昼
間

は
肉
体
労
働
、
夜
間
は
設
計
事
務
所
の
バ
イ
ト

で
図
面
を
引
く
と
い
う
二
足
の
草
鞋
を
履
き
つ

つ
、
１
年
を
過
ご
し
た
。「
建
物
を
造
る
よ
り
、

そ
の
中
に
暮
ら
す
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
関
わ

り
た
い
」
と
考
え
始
め
た
坂
野
さ
ん
。
高
専
時

代
の
恩
師
に
相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

俵
さ
ん
の
元
で
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
ハ
ー
ブ
栽
培
と
聞
き
、直
感
的
に
面
白
そ
う
、

と
思
い
ま
し
た
。
商
品
開
発
ま
で
や
れ
た
ら
、

人
々
の
暮
ら
し
に
新
た
な
提
案
が
で
き
る
」。

　

１
年
目
は
俵
さ
ん
に
教
わ
り
つ
つ
、
ハ
ー
ブ

後継者になって河北潟を盛り上げてほしい
受け入れ担当者の声

河北潟 ハーブ農園 ペザン 代表
河北潟ハーブ文化協議会 会長

俵 朝子さん

　ペザンは、私がひとりで切り盛りしてきた農園で
す。そんな時、ある人に「趣味でやっているの？」
と聞かれたことがあって。ハッとする思いをしたこ
とから経営の“継承”を意識するようになりました。
そこで仲間と「河北潟ハーブ文化協議会」を立ち
上げ、地域おこし協力隊（旧田舎で働き隊）として
坂野さんを迎えました。数年後には、このペザンの
後継者になってもらえるよう、期待しています。

の
種
類
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
の
高
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
料
理
に
爽
や

か
な
香
り
を
プ
ラ
ス
す
る
レ
モ
ン
バ
ー
ベ
ナ
、

肉
料
理
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
る
コ
モ
ン

セ
ー
ジ
…
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
か
ら
栽
培
方

法
ま
で
学
び
、こ
れ
ま
で
80
種
類
を
超
え
る
ハ
ー

ブ
を
育
て
た
。

　

今
で
は
、ペ
ザ
ン
に
は
色
と
り
ど
り
の
フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
や
バ
ス
ハ
ー
ブ
等
、
坂
野
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ア
イ
テ
ム
が
並
ぶ
。
チ
ラ

シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
店
内
の
机
や
イ
ス
ま
で

手
掛
け
る
こ
だ
わ
り
は
、
建
築
を
志
し
た
時
代

に
培
っ
た
セ
ン
ス
の
賜
物
だ
。

　
「
任
期
後
も
み
ん
な
に
ハ
ー
ブ
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
活
動
を
続
け
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と

協
力
し
て
模
索
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ブ
の
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
で
す
。
誰
も
や
っ
た

こ
と
が
な
い
か
ら
こ
そ
、実
現
さ
せ
た
い
」
と
語
る
。

収穫したラベンダーは、約１週
間かけて低温で乾燥させる。

フリーズドライのジャーマンカモミー
ル。ハーブティやお菓子に使えば、
鮮やかな黄色のアクセントに。

ハーブの魅力を知ってもらえるよう
任期後も河北潟で活動を続けたい

　河北潟は、農業専用地域のため何もありませんが、逆に考えるとこのような場所も
珍しいと思います。周囲には野菜作りや酪農を営む先輩たちがいて、手を伸ばせばそ
ういう人たちと繋がりができる。イベントを共同で実施したり、人と人の距離の近さ
が強みです。私も、俵さんに最初に色んな人に紹介してもらえたおかげで、すぐに打
ち解けることができました。俵さんは河北潟で人と人をつなぐクッションのような役
割を果たしてきた人ですし、ハーブ栽培から経営、人脈作りまで、広くノウハウを学
ばせてもらっています。任期後はペザンの跡を継ぎ、イベントや商品開発を通して、
みなさんにハーブを知ってもらえるよう、活動を続けていきます。

家族・
友人関係

趣味と
学び

仕事の
ハードさ

収入

仕事の
やりがい休養

5 4 3 2 1

　ハーブ農園の成功が目標なので、

やりがいはとてもあります。任期中な

ので収入は高くはないですが、栽培

や経営をしっかり学びたいと思いま

す。作業については、他の作物に比

べて力仕事が多い訳でもなく、そこ

までハードではないという印象です。

現在は河北潟にしっかりした
基盤を築いていく期間

リラックス効果満点のバスハーブ。
ポップな三角形のデザインは、坂野
さんのアイデアによるもの。
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塗
装
や
造
型
業
に
従
事
す
る
中
、
た
ま
た
ま

大
阪
の
電
車
内
で
目
に
し
た
の
が
「
移
住
相
談

会
」
の
中
吊
り
広
告
。
そ
の
会
場
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
こ
と
を
知
り
、
林
業
の
道
に
進
む

こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
旅
行
が
好
き
で
、
海
外
を
含
め
て
あ
ち
こ

ち
旅
行
し
ま
し
た
が
、高
知
は
人
情
味
が
あ
り
、

暖
か
い
地
域
だ
と
い
う
印
象
が
残
っ
て
い
た
の

で
、
本
山
町
へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
」。

　

林
業
を
選
ん
だ
理
由
は
、
か
つ
て
奄
美
大
島

で
の
林
業
体
験
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
と

い
う
。

　
「
松
く
い
虫
を
薬
剤
で
駆
除
す
る
仕
事
で
し

た
。
そ
れ
こ
そ
〝
道
な
き
道
〞
を
、
赤
く
な
っ
た

松
を
目
指
し
て
進
ん
で
行
く
の
で
す
が
、
何
と

も
言
え
な
い
気
持
ち
良
さ
が
あ
り
ま
し
た
ね
」。

　

ま
た
、
一
生
続
け
ら
れ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と

も
、
林
業
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
だ
。

　
「
塗
装
関
連
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
と
い
っ
た
大
手

と
も
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
深
夜
勤
ば
か
り

だ
っ
た
り
と
、
一
生
続
け
ら
れ
る
仕
事
で
は
な

[高知県本山町]川端 俊雄さん

　大阪府東大阪市出身。美術系の専門学校を卒業した後、塗装や造型物を製作する
仕事に従事する。40歳を境に「一生続けられる仕事」として林業での起業を目指し、
本山町の地域おこし協力隊に。趣味はサーフィン、旅行など。

中
吊
り
広
告
が
運
命
を
変
え
た
！

ペ
ン
キ
屋
か
ら
一
転
林
業
へ

　

第
一
次
産
業
に
就
業
し
て
い
る
人
の
多
く

は
、
親
や
親
類
等
に
農
林
漁
業
者
が
い
た
り
、

出
身
が
農
山
村
で
あ
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
が
、
現
在
、
高
知
県
本
山
町
で
総
務
省
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
林
業
に
携
わ
る
川
端

さ
ん
は
、
か
な
り
異
色
だ
。

　
「
も
と
も
と
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
志
望

だ
っ
た
ん
で
す
が
挫
折
し
ま
し
た
（
笑
）」
と

川
端
さ
ん
は
学
生
当
時
を
振
り
返
る
。

林業で起業を目指す人のモデルケースになれれば

木材は林内作業車で運び出す。曲がった木
は市場で買い叩かれるため、最近はバイオ
マス燃料用として出荷されることが多い。

地域おこし協力隊歴
２年６ヵ月
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い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」。

　

そ
し
て
平
成
25
年
５
月
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
本
山
町
へ
着
任
し
、
林
業
三
昧
の

日
々
が
続
い
て
い
る
。

未
来
を
見
据
え
た
仕
事
、
そ
れ
が
林
業

林
業
起
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

　

高
知
県
本
山
町
は
、
林
業
で
起
業
す
る
人
材

を
協
力
隊
と
し
て
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
協
力
隊
と
し
て
の
勤
務
は
、

基
本
的
に
月
曜
日
〜
木
曜
日
。

　
「
原
則
と
し
て
現
場
に
直
行
直
帰
で
は
な
く
、

朝
８
時
半
に
役
場
へ
出
勤
し
て
か
ら
現
場
に
向

か
い
ま
す
。
16
時
半
頃
に
作
業
を
終
え
、
帰
り

も
一
旦
役
場
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
帰
宅
し
ま

す
」。

　

川
端
さ
ん
に
と
っ
て
の
地
域
お
こ
し
活
動
と

は
、
ズ
バ
リ
林
業
の
活
性
化
だ
。

　
「
高
知
は
森
林
率
が
84
％
と
全
国
一
の
県
な

の
で
、
林
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
一

番
の
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」。

　

な
お
、
本
山
町
で
は
、
協
力
隊
員
の
副
業
が

認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
林
業
以
外
に
も
農
業

川端さんと一緒に林業で起業します！
同僚の声

高知県本山町・地域おこし協力隊員

中西 晋也さん

　川端さんとは同期になります（私が数ヵ月後輩で
すが）。僧職に従事していましたが、森林組合での
アルバイトをきっかけに林業に目覚めました。
　川端さんとはずっと一緒に現場に入っているの
で、お互い仕事がやりやすいですね。協力隊の任
期終了後は、川端さんと一緒に林業で起業する予
定です。林業は、１日の仕事が終わると何ともいえ
ない達成感があり、最高ですよ。

関
係
の
仕
事
や
〝
昔
取
っ
た
杵
柄
〞
で
ペ
ン
キ

屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

林
業
の
魅
力
に
つ
い
て
、
川
端
さ
ん
は
そ
の

「
ス
パ
ン
の
長
さ
」
を
強
調
す
る
。

　
「
今
、
我
々
が
見
て
い
る
木
々
は
40
年
前
に
植

え
ら
れ
た
も
の
だ
し
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
の

結
果
を
我
々
自
身
が
見
る
こ
と
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。そ
ん
な
仕
事
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
よ
」。

　

将
来
的
に
は
、
地
元
で
木
材
の
製
材
・
加
工

〜
流
通
・
販
売
ま
で
展
開
す
る
第
６
次
産
業
的

な
取
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
こ
こ
に
は
仕
事
（
手
入
れ
を
す
べ
き
山
）

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
林
業
を
通
じ
て
若
者

た
ち
の
就
業
の
受
け
皿
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」。

　

本
山
町
か
ら
、
林
業
を
通
じ
た
起
業
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

伐倒した木は枝払いを行うが、バイ
オマス燃料用は枝を残すことも。

木々の成長に間伐（間
引き）は欠かせない。
手を入れると山は応え
てくれる。

起業に向けた準備が着々と進行中
事業を拡大して地域の雇用を創出

　今期で本山町の地域おこし協力隊の任期が終了しますが、その後は同じ協力隊の同
期である中西さんら３名で起業する予定です。山主さんと直で取引をして、間伐によ
り出た木材を加工して貼り合わせたフリーパネル（合板）を主力商品に考えています。
　この地域には間伐等が必須であるにも関わらず、手入れが遅れている山がたくさん
あります。大手だけではすべての山々に手が届かないという現状があるため、小回り
が利く我々にもビジネスチャンスがあると思います。
　いずれは山主さんから山を買い取って会社組織にし、地域の雇用創出にも貢献した
いですね。

家族・
友人関係

趣味と
学び

仕事の
ハードさ

収入

仕事の
やりがい休養

5 4 3 2 1

　林業は、自ら学び考えながら仕事

を進められる点が魅力です。自己責

任なので大変さはありますが…。収

入アップは今後の課題です。週１で

休みますが、趣味の旅行やサーフィ

ンもすっかりご無沙汰です。もう林

業メインの生活ですね（笑）。

今では趣味より仕事
林業が日常生活のベースに
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集
。
こ
の
事
業
に
採
用
さ
れ
、
平
成
27
年
８
月

か
ら
鳥
羽
市
石い

じ
か鏡

町
に
移
住
し
て
い
る
の
が
、

大
野
愛
子
さ
ん
と
上
田
桃
子
さ
ん
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
大
野
さ
ん
は
、
水
中

写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
海
で
の
活
動
を
行
う
う

ち
に
、
よ
り
海
に
近
い
仕
事
に
惹
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
応
募
の
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

上
田
さ
ん
は
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
も

「
い
つ
か
海
女
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を
持
ち
、

素
潜
り
の
練
習
を
継
続
し
て
き
た
と
話
す
。

　

海
女
の
活
動
を
開
始
す
る
前
に
ま
ず
は
地
域

住
民
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
ま

た
海
女
漁
の
シ
ー
ズ
ン
が
９
月
上
旬
で
一
区
切

り
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
人
が
実
際
に
海

に
潜
り
始
め
た
の
は
翌
シ
ー
ズ
ン
の
開
始
と
な

る
10
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
二
人
の
海
好

き
は
筋
金
入
り
で
、
念
願
か
な
っ
た
海
女
の
仕

事
に
つ
い
て
「
楽
し
い
」
と
声
を
合
わ
せ
た
。

　
「
海
が
好
き
な
の
で
毎
日
潜
り
た
い
で
す
。
遊

ん
で
い
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
け
ど
、
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
が
お
金
に
な
る
の
で
、
天
職
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
上
田
さ
ん
）。

　大野さんは東京都北区出身で、フォトグラファーとして活動してきた。海女と
なっても自身の特技であるカメラを活かす方法を模索中。上田さんは東京都東村
山市出身の元看護師。「海の中なら疲れない」という大の海好き。

日
本
一
海
女
が
多
い
ま
ち
へ

都
内
か
ら
移
住
し
た
海
を
愛
す
る
二
人

　

鳥
羽
市
は
日
本
一
海
女
が
多
い
ま
ち
で
あ
り
、

国
内
の
現
役
海
女
約
２
０
０
０
人
の
う
ち
、

５
０
０
人
以
上
が
市
内
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い

う
（
参
考
：
鳥
羽
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

し
か
し
、
そ
の
鳥
羽
に
お
い
て
も
海
女
は
、
担

い
手
の
不
足
や
高
齢
化
に
よ
り
減
少
の
一
途
に

あ
る
。
そ
こ
で
海
女
文
化
を
次
世
代
に
残
す
べ

く
、
鳥
羽
市
は
新
た
に
海
女
と
な
っ
て
活
動
し

て
く
れ
る
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募

８月に移住、10月から潜り始めた二人の新米海女さん

10 月の獲物はサザエ。午前中に漁
に出て、午後２時頃にその日獲れた
分を計量する。

地域おこし協力隊歴
４ヵ月

[三重県鳥羽市]大野 愛子さん（左）
[岐阜県鳥羽市]上田 桃子さん
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海好き二人の新たな挑戦
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海
女
漁
を
開
始
し
て
１
ヵ
月

本
場
の
技
に
触
れ
る
修
行
の
日
々

　

鳥
羽
の
海
女
は
夏
に
は
ア
ワ
ビ
や
、
冬
に
は

ナ
マ
コ
な
ど
を
獲
る
が
、
取
材
を
し
た
10
月
下

旬
の
獲
物
は
サ
ザ
エ
。
こ
の
時
点
で
は
二
人
が

海
女
漁
を
開
始
し
て
１
ヵ
月
も
経
過
し
て
お
ら

ず
、
獲
物
を
獲
る
難
し
さ
の
中
に
発
見
を
重
ね

る
日
々
に
い
た
。

　
「
海
の
表
情
は
毎
日
違
う
の
で
、
潜
る
た
び
に

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
発
見
し
た
岩
場
を

目
印
に
す
る
な
ど
し
て
、
や
っ
と
場
所
が
覚
え

ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
」（
大
野
さ
ん
）。

　

潜
る
こ
と
に
関
し
て
は
豊
富
な
経
験
と
ス
キ

ル
を
持
つ
二
人
だ
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
海
女
た
ち

か
ら
は
漁
に
お
け
る
経
験
や
度
胸
の
差
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
「
知
識
も
元
気
も
あ
っ
て
、
と
に
か
く
パ
ワ
フ

ル
。
タ
コ
っ
て
水
中
で
目
が
合
う
と
す
ご
く
怖

い
ん
で
す
け
ど
、
ひ
ょ
い
と
捕
ま
え
て
き
ま
す

か
ら
」（
大
野
さ
ん
）。

　

そ
う
し
た
本
場
の
す
ご
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ

る
一
方
で
、
何
で
も
教
え
て
く
れ
る
優
し
さ
も

海女の後継者が増えていけば嬉しい
受け入れ担当者の声

鳥羽市農水商工課水産係長

宮本 益仁さん

　地域おこし協力隊の募集は鳥羽市として初の試
みでした。約70人の海女さんがいる市内の石鏡町
にて受入れていただくこととなり、町内会、漁協、
旅館組合、海女さんなどの連携組織として「海

い そ ど

女人
の会」が設立されました。そこに大野さん、上田さ
んの生活面などを支えていただいています。二人
は元気に漁に出ているようなのでなによりです。任
期終了後も石鏡に住んでいただき、これをきっかけ
に後継者が増えていけば嬉しいですね。

強
く
感
じ
て
い
る
。

　
「
潮
の
流
れ
や
危
な
い
場
所
を
教
え
て
く
れ

ま
す
し
、
近
く
で
泳
い
で
い
る
と
き
に
『
こ
の

下
に
い
る
か
ら
潜
っ
て
み
ろ
』
と
教
え
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
場
で
も
『
大
漁
や
な
。

偉
い
な
』
と
か
、
こ
の
人
が
う
ま
い
か
ら
今
度

教
え
て
も
ら
え
』
と
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
本

当
に
良
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」（
上
田
さ
ん
）。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
３
年
。
海
女

の
シ
ー
ズ
ン
が
限
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
海
が
荒

れ
れ
ば
漁
が
で
き
な
い
な
ど
仕
事
も
不
規
則
な

た
め
、
海
女
だ
け
で
食
べ
て
い
く
こ
と
は
現
実

的
に
難
し
い
と
い
う
。
海
女
、
そ
し
て
海
に
対

す
る
二
人
の
愛
は
十
分
な
だ
け
に
、
石
鏡
町
で

暮
ら
し
て
い
け
る
と
思
え
る
だ
け
の
愛
以
外
の

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
二
人

の
、
そ
し
て
海
女
文
化
の
再
興
を
目
指
す
鳥
羽

市
の
目
標
だ
。

市場にて先輩海女さんと談笑。外部から移住してきたこと
など関係ないかのように、フランクな関係である。

Facebookを要チェック！
課題は仕事と家族関係のバランス調整

　「Facebookで『鳥羽市おばめ海女ちゃん』（「おばめ」は石鏡の方言で「次女」の意味）
として情報発信をしているので、それが市外の方に鳥羽を知っていただく一つのきっ
かけになればいいですね。石鏡に来る前から３年以上いるつもりでしたので、海女以
外の収入源を見つけられるような活動もしていきたいと思っています」（大野さん）。
　「海女の仕事が好きで、石鏡も本当に良いところなのでずっと続けていきたいです。
ですが東京に家族もいるので、365日ここにいれるかというと…。そこを調整できた
らうまくやっていけるかな。ただ、今は大野さんといつでも冗談を言って海でも家で
も笑ってばかりなので、海女の仕事も生活も毎日がすごく楽しいです」（上田さん）。

家族・
友人関係

趣味と
学び

仕事の
ハードさ

収入

仕事の
やりがい休養 趣味が仕事のようなものなので

やりがいは文句なしの満点
 大野さん  上田さん

　「ハードなので自己管理に気をつけ

ています。イベントへの参加が続いて

オフがないから休養は低めかな」（大

野さん）。「家族が遠いのでどうしても

そこは下がってしまいますが、やり

がいは満点です！」（上田さん）。

5 4 3 2 1
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そ
こ
で
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
や
伝
統
が
持

つ
魅
力
に
気
づ
い
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

自
分
の
思
い
と
マ
ッ
チ
す
る
も
う
ひ
と
つ

の
ふ
る
さ
と
を
見
つ
け
る
た
め
、
そ
し
て
、

自
ら
の
経
験
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う

た
め
に
、
こ
の
制
度
を
ぜ
ひ
有
効
活
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
そ
の
時
、

気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
「
郷
に
入

り
て
は
郷
に
従
え
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
謙

虚
さ
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
両
面
を
大
切
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
農
業
、
林
業
、
漁
業
は
、
こ
れ
ま

で
色
々
な
問
題
を
乗
り
越
え
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
実
際
に
地
方
へ
赴
く
と
、
様
々
な

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
と
き
は
、
時
々
の
課
題
に
対
し
て
、

先
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た
か
を

学
ぶ
こ
と
。
そ
し
て
、自
分
が
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
経
験
や
能
力
を
活
か
し
て
、
粘
り
強

く
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

農
山
漁
村
へ
移
住
や
、
故
郷
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

を
希
望
す
る
方
々
へ
向
け
た
情
報
発
信
や

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
都
市
で
暮
ら

す
人
た
ち
に
農
山
漁
村
へ
目
を
向
け
て
も
ら

い
、
移
住
、
定
住
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、

あ
る
い
は
交
流
を
進
め
て
も
ら
う
こ
と
が
、

地
域
の
活
性
化
や
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う

考
え
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
も
、
地
域
を
元

気
に
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
熱
を
持
っ

た
隊
員
た
ち
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
地
方
を
元

気
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
始
ま
っ
た

事
業
で
あ
り
、
私
た
ち
と
想
い
を
共
通
に
す

る
も
の
で
す
。

　

今
、
日
本
の
農
山
漁
村
は
、
過
疎
と
高
齢

化
に
よ
り
地
域
産
業
の
担
い
手
が
減
少
し
、

限
界
集
落
に
と
ど
ま
ら
ず
消
滅
可
能
性
自
治

体
と
い
う
言
葉
ま
で
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
こ
の
「
ｉ
ｊ
ｕ 

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
」
を
手
に
取
っ

た
皆
さ
ん
は
、
農
山
漁
村
の
豊
か
な
自
然
と
、
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地域おこし協力隊の活躍が日本を元気に！
自分の経験と能力を活かして粘り強い活動を

エッセイスト、ジャーナリスト。青
森大学副学長。早稲田大学大学院理
工学部研究科修士修了。同博士課程
単位取得。TBSアナウンサーとして
入社。テレビ・ラジオの生ワイド番組、
海外取材番組で活躍。訪れた国は56
カ国以上。JA全農経営管理委員、三
越社外取締役・顧問を歴任。現在、
認定NPO法人ふるさと回帰支援セン
ター理事長、全国農業会議所学識経
験会員。新島学園短期大学客員教授、
サイバー大学教授。

見城美枝子さん

地域おこし協力隊に
期待しています！

　見城さんの農業応援のきっかけ
は40年前、海外取材で体調を崩し、
おかゆで復帰して以来、和食生活
になったこと。そして「日本農業
の応援」には「国産の農産物を買
うこと」と農業者から言われたこ
と。それ以来「国産しか買わない」
「国産で子供を育てる」を貫いてい
ます。日本の食と農の将来を案じ
る方々にぜひ読んでいただきたい
書です。

図書コード 27-19 　定価 1,500円 
規格 B6判　256頁

ニッポンの食と農
この10年
～命の糧を未来につなぐ～

検索全国農業図書

農
・
林
・
漁  

各
地
で
の
取
組
事
例

総務省

 

農
業
人
口
の
拡
大
・
新
規
就
農
者

の
定
着
と
、「
農
」
の
医
療
・
福

祉
と
の
連
携
の
実
現
に
向
け
た
取

組
（
新
・
山
形
農
業
者
協
議
会
：

山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
）

 

農
業
＆
自
然
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
候
補
生
と
し
て
の
活
動
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人 

六
日
町
観

光
協
会
：
新
潟
県
南
魚
沼
市
）

 

ぶ
ど
う
の
産
地
で
農
業
研
修
＆
都

市
農
村
交
流
の
活
動
（
未
来
を
紡

ぐ
勝
沼
協
議
会
：
山
梨
県
甲
州
市
）

 
就
農
（
水
稲
、
野
菜
、
果
樹
、
ぶ

ど
う
等
）
を
目
指
し
た
農
業
研
修

（
田
舎
で
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

輪
島
・
穴
水
協
議
会
：
石
川
県
輪

島
市
）

 

農
業
を
軸
と
し
た
地
域
活
性
の
企

画
・
運
営
（
輝
け
！ 
Ｕ
ｅ
ｋ
ｉ

の
食
と
農
推
進
協
議
会
：
熊
本
県

熊
本
市
）

農林水産省

 

女
性
に
よ
る〝
か
っ
こ
い
い
農
業
〞

を
目
指
す「
山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
」

（
山
形
県
村
山
市
）

 

山
梨
県
で
農
業
協
力
隊
員
を
受
入

れ
。
支
援
機
関
の
も
と
、
各
地
域

で
活
動
（
山
梨
県
）

 

周
年
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
を
中
核

と
し
た
青
年
農
家
自
立
モ
デ
ル
実

証
、
協
力
隊
直
売
所
（
無
人
）
の

運
営
管
理
（
長
野
県
大
阜
村
）

 

漁
業
へ
の
従
事
と
、
海
産
物
等
を

活
用
し
た
特
産
品
開
発
（
長
崎
県

西
海
市
）

　平成25年より活
動中。林業を盛り上
げるため、広報活動
や山林ツアーを行っ
ている。木材の魅力
を伝えようと、実際
に丸太１本を購入す
る等、その思い切っ
た行動で注目を集め
る。

  奈良県川上村
　鳥居由佳さん
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長
期
運
転
資
金
の
た
め
に
利
用
し
ま
し

た
。
住
宅
や
一
部
の
機
械
は
そ
の
ま
ま
前

オ
ー
ナ
ー
か
ら
引
き
継
い
で
就
農
し
た
こ

と
も
あ
り
、
現
在
、
営
農
に
必
要
な
資
金

は
十
分
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

規
模
拡
大
で
き
る
よ
う
に
生
産
技
術
を
磨

い
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
将
来
的
に
は

法
人
化
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
山
形
県
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
な

ど
の
果
樹
農
家
と
し
て
就
農
し
た
糸い
と
が
ね金
多
朗

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

妻
の
実
家
が
あ
る
縁
で
山
形
県
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
お
い
し
さ
を
知
り
、
自
分
の
手
で
育
て

た
い
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
、
札
幌
市
か
ら
山

形
県
に
移
住
し
ま
し
た
。
県
の
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
を
し
た
ら
、
果
樹
生
産
・
加
工
を

行
う
法
人
を
紹
介
さ
れ
、
２
年
間
の
研
修
を

受
け
ま
し
た
。
研
修
先
か
ら
の
紹
介
で
、
所
有

者
が
高
齢
と
な
っ
た
果
樹
園
の
経
営
を
引
き

継
ぎ
、
平
成
27
年
４
月
に
就
農
し
ま
し
た
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
が
収
穫
可
能

な
樹
園
地
（
成
園
）
を
引
き
継
い
だ
た
め
、

初
年
度
か
ら
売
上
を
確
保
で
き
ま
す
。ま
た
、

耕
作
放
棄
地
を
一
緒
に
管
理
す
る
こ
と
で
、

無
償
で
樹
園
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
規

模
拡
大
と
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

草
刈
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

な
ど
の
設
備
資
金
、
果
樹
の
育
成
費
用
、
耕

作
放
棄
地
の
再
生
に
必
要
な
苗
木
代
や
肥
料

代
な
ど
の
長
期
運
転
資
金
の
た
め
に
利
用
し

ま
し
た
。
資
金
繰
り
の
心
配
を
せ
ず
、
技
術

を
磨
く
こ
と
に
注
力
で
き
て
い
ま
す
。

　

贈
答
用
を
中
心
に
こ
だ
わ
り
の
商
品
と
し

て
直
接
販
売
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
早
期
に

安
定
し
た
収
益
を
得
る
た
め
、
ナ
ス
な
ど
の

生
産
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。

　

現
在
、
テ
ン
サ
イ
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
小
麦
を

栽
培
し
て
お
り
、
指
導
農
業
士
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
施
肥
を
設

計
し
て
い
ま
す
。
特
に
テ
ン
サ
イ
は
肥
料
の
吸

収
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
土
壌
の
ｐ
Ｈ
値
と
、

苦
土
（
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）
の
レ
ベ
ル
を
高

く
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石

灰
よ
り
も
安
い
ラ
イ
ム
ケ
ー
キ
を
散
布
し
、
肥

料
代
を
削
減
す
る
な
ど
、工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

農
機
具
や
格
納
庫
な
ど
の
設
備
資
金
、

　

ま
ず
、
北
海
道
で
畑
作
農
家
と
し
て
就
農
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外
食
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業
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仕
事
を
す
る
中
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自
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で
生
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に
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し
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平
成
24
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に
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し
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福
島
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ら
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海
道
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で
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住
し
て
、
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幌
み
ら
い
農
業
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ン
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ー
で
の
研
修
を
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年
間
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け
ま
し
た
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地
域
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農
業
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ス
を
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け
る
な

ど
親
交
を
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め
な
が
ら
、
平
成
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年
12
月
に

就
農
し
ま
し
た
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吉田 武薫さん

糸金 多朗さん

北
海
道
網
走
郡
美
幌
町　

吉
田 

武
薫
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ん
（
41
歳
）
畑
作
26
ｈ
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の
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上
で
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点
は
？
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年
等
就
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金
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利
用
効
果
は
？

今
後
の
経
営
展
開
は
？

営
農
上
で
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夫
し
て
い
る
点
は
？

青
年
等
就
農
資
金
の
利
用
効
果
は
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今
後
の
経
営
展
開
は
？

山
形
県
東
根
市　

糸
金 

多
朗
さ
ん
（
38
歳
）
果
樹
80
ａ

就
農
の
き
っ
か
け
は
？

移住就農した
先輩農業者に聞く
営農上の
工夫点とは？
～青年等就農資金の利用者へのインタビューから～

政府系金融機関である日本政策金融公庫は、新たに農業を始める
方向けに青年等就農資金を取り扱っています。本資金をご利用

いただいた方からは「他の新規就農者の工夫事例を紹介してほしい」
という、声が多く寄せられました。
　そこで、お客様の中でも、農業を志して移住し就農された方にスポッ
トを当て、「就農のきっかけ」「営農において工夫している点」「青年等
就農資金の利用効果」「今後の経営展開」について、地域に根差し農
業に奮闘しているお二人にインタビューした内容をお伝えします。本
誌を手に取られた農業にご興味のある方、就農をお考えの方、就農し
て間もない方など、多くの方のご参考となることを祈念しています。

（日本政策金融公庫　農林水産事業本部）

特集付録   知っていますか？「青年等就農資金」
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（有）グリーンポート・アグリ

★ 栽培しているものは、全て体にやさしい

有機野菜！
★ 研修生のほとんどが農業未経験者、
でも卒業後の就農率は8割以上！ 
★ 青年就農給付金の対象機関に認定 
されているので、年間150万円の
支給を受けることができる！ 
 （詳しくはお問い合わせ下さい）

★ 研修生が主体となって行うので、農
機具の操作も学べ、スムーズに就農が

できる！

★ 卒業後は成田国際空港（株）所有
の農地を優先的に借受可能 !

　グリーンポート・アグリは、成田国際空
港の近くで有機農業をやっています。
　地元農家の方々を講師に迎え、次世代の
農業の担い手を育てることを目的とした研
修を行っています。

【募集人数】
若干名

【募集職種】
　研修生（期間は原則2年間）
【募集要項】
　20～ 55歳までの方
　普通自動車免許（ＭＴ）を有する方
　国民健康保険に加入している方
　研修期間中の自己資金を有する方
【研修費】
　無料
【支援制度】
　青年就農給付金対象機関
　住宅費補助支給
　傷害保険加入
【お問合せ先】
　成田国際空港株式会社　柴田
　E-mail : h-shibata@naa.jp
　Tel : ０４７６－３４－５８４０

グリーン
ポート・アグリとは？

問合せ先
長野市 農林部農業政策課
TEL.026(224)5037 (直通)　　FAX.026(224)5113
HP:http://www.city.nagano.nagano.jp
E-mail:nosei@city.nagano.lg.jp    

長野県 長野市

秋田県 能代市

能代であなたの農業 !!能代であなたの農業 !!

～就農者を募集中～
（白神山地の恵みを受けて）

世界自然遺産で知られる白神山地の麓で
農業を始めてみませんか。
まずは見学会へ！
〔見学会の開催日〕　
平成28年2月5日(金)～7日(日)

（2泊 3日）
見学内容についてご希望がありましたら
お気軽にご相談ください。

白神山地

秋田県
能代市

能代市の主な野菜能代市の主な野菜
ネギ、山ウド、ミョウガ、ネギ、山ウド、ミョウガ、
キャベツ、アスパラガスキャベツ、アスパラガス

○見学会費用を助成します。　
     旅費の一部助成（上限５万円）
     ＋ 条件を満たせば、さらに５万円の助成！

○問合わせ先（詳しくは、ホームページをご覧ください）　恋文の里　能代 検索

秋田県能代市　環境産業部　農業振興課
〒016-8501　秋田県能代市上町1-3
TEL：0185-89-2182　FAX：0185-89-1774
E-mail　nourin@city.noshiro.akita.jp　　

恋文ポスト

研修制度も
あります

17 No.28  2015  冬号
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●地元に設置されているI・J・Uターン定住・相談窓口
地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
北海道 北海道移住・交流総合案内窓口  定 011（251）1055 札幌市中央区北1条西7丁目1　プレスト1・7ビル4階
青森県 移住・交流総合窓口  定 017（734）9174 青森市長島1-1-1　県庁南棟３階
岩手県 定住・交流サポートセンター  定 019（629）5194 盛岡市内丸10-1　県庁内

（公財） ふるさといわて定住財団  就 019（653）8976 盛岡市大通3丁目2番8号　岩手県金属工業会館6階
宮城県 ＵＩターン就職情報サイトみやぎ　仙台情報センター  就 022(224)1806 宮城県仙台市青葉区中央４-10-3　住友生命仙台ビル５F
秋田県 （公財）秋田県ふるさと定住機構  就 018（826）1731 秋田市御所野地蔵田3-1-1　秋田テルサ3階
山形県 すまいる山形暮らし案内所  定 023（630）3083 山形市松波2-8-1　県庁内
福島県 ふるさと福島就職情報センター・福島窓口  就 024（525）0047 福島市三河南町1-20　コラッセふくしま2階
茨城県 田舎暮らし相談窓口  定 0294（72）2266 常陸太田市山下町949-9
栃木県 “とちぎ暮らし”推進協議会（地域振興課）  定 028（623）2236 宇都宮市塙田1-1-20　県庁内
静岡県 ふじのくに移住・定住相談センター  定 054（221）2610 静岡市葵区追手町9-6　県庁東館11階交流促進課内
愛知県 愛知県交流居住センター  定  就 052（232）1750 名古屋市中区錦1-10-27　カネヨビル4階
新潟県 新潟県総務管理部地域政策課交流・定住促進班  定 025（280）5088 新潟市中央区新光町4-1
富山県 「くらしたい国、富山」推進本部  定 076（444）4496 富山市新総曲輪1-7
福井県 福井県ふるさと帰住センター  定  就 0776（34）5291 福井市西木田2-8-1　福井商工会議所ビル1階
長野県 長野県企画振興部地域振興課（信州暮らし案内人）  定 026（233）1794 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内

長野県商工労働部労働雇用課  就 026（235）7118 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内
岐阜県 岐阜県清流の国づくり政策課  定 058（272）8078 岐阜市藪田南2-1-1　岐阜県庁3階

岐阜県総合人材チャレンジセンター  就 058（278）1149 岐阜市薮田南5-14-12　岐阜県シンクタンク庁舎2階
三重県 おしごと広場みえ  就 059（222）3309 津市羽所町700　アスト津3階
京都府 京の田舎ぐらし・ふるさとセンター  定 075（441）6624 京都市上京区出水通油小路東入ル丁子風呂町104-2　府庁西別館2階

京都ジョブパーク農林水産業コーナー  就 075（682）1800 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階
兵庫県 ひょうご・しごと情報広場  就 078（360）6216 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー12階
奈良県 奈良県 県・市町村ワンストップ窓口  定 0744（48）3016 橿原市常磐町605-5　総合庁舎3階

奈良しごとiセンターUIJターン相談窓口  定  就 0742（23）5731 奈良市西木辻町93-6　エルトピア奈良１階
和歌山県 和歌山県企画部地域振興局過疎対策課  定 073（441）2426 和歌山市小松原通1-1

和歌山ふるさと定住センター  定 0735（78）0005 東牟婁郡古座川町直見212
和歌山県農業大学校就農支援センター  就 0738（23）3488 御坊市塩屋町南塩屋724

鳥取県 （公財）ふるさと鳥取県定住機構  定  就 0857（24）4740 鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル1階
鳥取県移住定住サポートセンター  定 0120（841）558 鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル1階

島根県 （公財）ふるさと島根定住財団  定  就 0852（28）0690 松江市朝日町478-18　松江テルサ3階
岡山県 岡山県中山間・地域振興課  定 086（226）7267 岡山市北区内山下2-4-6　県庁8階

岡山県労働雇用政策課  就 086（226）7599 岡山市北区内山下2-4-6　県庁7階
広島県 広島県中山間地域振興課  定 082（513）2632 広島市中区基町10-52　県庁南館2階

ひろしま夢ぷらざ 田舎暮らし相談コーナー  定 082（544）1122 広島市中区本通8-28
広島県無料職業紹介所  就 082（513）3422 広島市中区基町10-52　県庁東館3階

山口県 やまぐち暮らし総合支援センター  定  就 083（976）0277 山口市小郡高砂町1-20
徳島県 とくしまジョブステーション  就 088（625）3190 徳島市寺島本町西1丁目61番地　徳島駅クレイメントプラザ5階
愛媛県 愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 089（922）4110 松山市宮西1丁目5番19号　愛媛県商工会連合会館3階
高知県 高知県移住・交流コンシェルジュ  定 088（823）9336 高知市丸ノ内1-2-20　県庁3階

高知県U・Iターン企業就職支援センター  就 0120（103）245 高知市本町2-2-29　畑山ビル5階
佐賀県 佐賀県のしごと相談室  就 0952（25）7066 佐賀市城内1-1-59　新行政棟2階
長崎県 長崎県企画振興部地域づくり推進課  定  就 095（895）2241 長崎市江戸町2-13
熊本県 熊本県企画振興部地域振興課  定 096（333）2181 熊本市中央区水前寺6-18-1

熊本県Uターン事務所  就 0120（827）867 熊本市中央区水前寺1-4-1　水前寺駅ビル2階熊本県雇用環境整備協会内
大分県 おおいた産業人財センター  就 0120（119）201 大分市中央町3-6-11　ガレリア竹町内

大分県企画振興部 観光・地域局 集落応援室  定 097（506）2125 大分市大手町3-1-1　大分県庁舎本館3階
宮崎県 宮崎県中山間・地域政策課  定 0985（26）7035 宮崎市橘通東2-10-1

（注）   定 ＝定住情報、   就 ＝就職相談窓口

移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移住住住移移移移 I・J・Uターン         　 業就業相談窓口
　ここでは都道府県や関連団体が開設している相談窓口を
紹介する。農林漁業への就業を希望する場合は、専門的な
内容となるので、各業種の相談窓口を積極的に活用しよう。
　相談窓口には、それぞれ全国段階と都道府県段階がある。
全般的な相談は全国段階、地域の具体的な相談は都道府県
段階で受け付けている。相談に行くときは、事前に連絡を
しよう。活用しよう!! WEB iju info

URL：http://web-iju.info/

P18-20 就業相談窓口（最終修正）.indd   18P18-20 就業相談窓口（最終修正）.indd   18 2015/11/27   17:38:352015/11/27   17:38:35
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●道府県I・J・Uターン就職情報等提供・相談窓口
地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
北海道 北海道移住情報コーナー  農  定  求 011（204）5089 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階　北海道東京事務所内
青森県 あおもりＵターン就職支援センター  求 03（3238）9990 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館７階　青森県東京事務所内

青森暮らしサポートセンター（首都圏ブース）  農  林  漁  定 03（6273）4401 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館６階
岩手県 岩手県Uターンセンター  農  定  求 03（3524）8284 東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内

岩手県Ｕターンセンター・大阪  定 06（6341）3258 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 岩手県大阪事務所内
宮城県 ＵＩターン就職情報サイトみやぎ　東京情報センター  求 0120（820）461 東京都新宿区西新宿７丁目21-3　西新宿大京ビル４階
秋田県 Aターンプラザ秋田  定  求 0120（122）255 東京都千代田区平河町2-6-3都道府県会館7階 秋田県東京事務所内

秋田県大阪事務所  求 06（6341）7897 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階
山形県 山形県Uターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5212）8996 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山形県東京事務所内

山形県大阪事務所  農 06（6341）6816 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階
群馬県 ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」  農  定  求 03（3546）8511 東京都中央区銀座5-13-19　デュープレックス銀座タワー5/13　1・2階
山梨県 やまなし暮らし支援センター  農  林  定  求 03（6273）4306 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内

やまなしＵ・Ｉターン就職情報コーナー大阪  農  林  求 06（6344）5961 大阪府大阪市北区梅田1-1-3-2100　山梨県大阪事務所内
富山県 富山県東京Uターン情報センター  求 0120（108）250 東京都文京区白山5-1-3　東京富山会館ビル5階

富山県大阪Uターン情報センター  求 06（6445）2811 大阪市西区靭本町1-9-15　近畿富山会館3階
石川県 石川県東京UＩターン相談室  農  林  漁  求 03（5212）9016 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 石川県東京事務所内

石川県大阪UＩターン相談室  農  林  漁  求 06（6363）3077 大阪市北区西天満4-14-3　リゾートトラスト御堂筋ビル2階石川県大阪事務所内
名古屋ステーション  求 052（222）6756 名古屋市中区錦2-13-10　名古屋伏見ビル5階　（株）ディスコ名古屋支社内
博多ステーション  求 092（473）3392 福岡市博多区博多駅南1-10-4　第二博多偕成ビル7階　（株）ディスコ西部支社内

福井県 福井県ふるさと帰住センター　東京オフィス  農  林  漁  定  求 03（6723）4322 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内
福井県ふるさと帰住センター　大阪オフィス  農  林  漁  定  求 06（6226）1688 大阪市中央区瓦町2-2-14　福井県大阪事務所内

長野県 長野県移住・交流センター  農  林  定  求 03（6274）6016 東京都中央区銀座5-6-5　NOCOビル４階
新潟県 にいがたUターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5771）7713 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階
静岡県 静岡U・Iターン就職サポートセンター  農  林  漁  定  求 0800（800）6617 東京都品川区上大崎2-25-2　新目黒東急ビル６階　(株)シグマスタッフ内
奈良県 奈良県ふるさと人材相談窓口（奈良県東京事務所内）  定  求 03（5212）9098 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 奈良県東京事務所内
和歌山県 きのくにUターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5212）9057 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 和歌山県東京事務所内
鳥取県 鳥取県移住定住サポートセンター（東京）  農  林  漁  定  求 0120（372）315 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階 鳥取県東京本部内

鳥取県移住定住サポートセンター（大阪）  農  林  漁  定  求 0120（928）480 大阪市北区梅田1-1-3-2200　大阪駅前第3ビル22階 鳥取県関西本部内
島根県 島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（東京）  定  求 0120（60）2357 東京都中央区日本橋室町1-5-3　福島ビル1階 にほんばし島根館内

島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（大阪）  定  求 0120（70）2357 大阪市北区西天満3-13-18　島根ビル2階 島根県大阪事務所内
島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（広島）  農  林  漁  定  求 0800（100）6435 広島市中区立町1-23　ごうぎん広島ビル3階 島根県広島事務所内

岡山県 岡山県企業人材確保支援センター　東京ブランチ  求 03（5212）9080 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階　岡山県東京事務所内
岡山県企業人材確保支援センター　大阪ブランチ  求 06（6131）6390 大阪市北区堂島浜2-1-29　岡山県大阪事務所内

広島県 東京ふるさと就職情報コーナー  求 03（3580）0851 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー22階 広島県東京事務所内
大阪ふるさと就職情報コーナー  求 06（6345）5821 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内

山口県 やまぐち暮らし東京支援センター  農  林  漁  定  求 03（6273）4887 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内
やまぐち暮らし大阪支援センター  農  林  漁  定  求 06（6341）0755 大阪市北区梅田2-4-13　阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪営業本部内

徳島県 徳島県東京本部徳島Uターンコーナー  農  求 03（5212）9022 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 徳島県東京事務所内
徳島県大阪本部徳島Uターンコーナー  農  林 06（6251）3273 大阪市中央区南船場3-9-10　徳島ビル4階 徳島県大阪事務所内

香川県 香川県東京人材Uターン・コーナー  農  求 03（5212）9100 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 香川県東京事務所内
香川県大阪人材Uターン・コーナー  農  定 06（6281）1661 大阪市中央区東心斎橋1-18-24　クロスシティ心斎橋4階

愛媛県 愛媛県東京事務所  求 03（5212）9071 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階
愛媛県大阪事務所  求 06（6441）2829 大阪市西区江戸堀1-9-1　肥後橋センタービル1階

高知県 高知県東京事務所  定  求 03（3501）5541 東京都千代田区内幸町1-3-3　内幸町ダイビル7階
高知県大阪事務所  定 06（6244）4351 大阪市中央区本町2-6-8　センバセントラルビル1階

佐賀県 佐賀県経営支援本部首都圏営業本部  定 03（5212）9073 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階
佐賀県関西・中京営業本部  農  求 06（6344）8031 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

長崎県 長崎県東京事務所  求 03（5212）9025 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階
長崎県大阪事務所  求 06（6341）0012 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

熊本県 熊本県東京事務所  農  林  漁  定  求 03（3572）5022 東京都中央区銀座5-3-16 
熊本県大阪事務所  農 06（6344）3883 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階

大分県 大分県東京事務所  農  林  漁  定  求 03（6862）8787 東京都中央区銀座2-2-2　ヒューリック西銀座ビル6階
大分県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6345）0071 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階
大分県福岡事務所  農  林  漁  定  求 092（721）0041 福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル10階

宮崎県 ふるさと宮崎就職相談窓口（東京）  農  林  漁  定  求 03（5212）9007 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 宮崎県東京事務所内
ふるさと宮崎就職相談窓口（大阪）  農  定  求 06（6345）7631 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 宮崎県大阪事務所内
ふるさと宮崎就業相談窓口（福岡）  求 092（724）6234 福岡市中央区天神2-12-1　天神ビル8階

鹿児島県 新規就農相談所・ふるさと人材相談室（東京）  農  林  定  求 03（5212）9062 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 鹿児島県東京事務所内
新規就農相談所・ふるさと人材相談室（大阪）  農  定  求 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内

●全国の就職情報や関連情報を提供する窓口
地方就職支援コーナー〔地方や農林漁業に関する職業相談、就職紹介、求人情報等の提供（国の機関）〕 03（6402）5194 東京都港区芝大門1-3-4　芝大門ビル3階 

まちむら交流きこう  広報情報センター部〔農林漁業体験の情報提供〕 03（4335）1982 東京都千代田区神田東松下町45　神田金子ビル 5階

（注）   農 ＝農業就業情報、   林 ＝林業就業情報、   漁 ＝漁業就業情報、   定 ＝定住情報、   求 ＝地元企業求人情報
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都道府県新規就農相談センター
都道府県青年農業者等育成センター 電話番号 都道府県農業会議 電話番号

（公財）北海道農業公社　北海道農業担い手育成センター 011（271）2255 北海道農業会議 011（281）6761（直）
（公社）あおもり農林業支援センター 017（773）3131 青森県農業会議 017（774）8580（直）
（公社）岩手県農業公社 019（623）9390 岩手県農業会議 019（622）5825（直）
（公社）みやぎ農業振興公社 022（275）9192 宮城県農業会議 022（275）9164（直）
（公社）秋田県農業公社 018（893）6212 秋田県農業会議 018（860）3540（直）
（公財）やまがた農業支援センター 023（641）1117 山形県農業会議 023（622）8716（直）
（公財）福島県農業振興公社 024（521）9848 福島県農業会議 024（524）1201（直）
（公社）茨城県農林振興公社 029（239）7131 茨城県農業会議 029（301）1236（直）
（公財）栃木県農業振興公社 028（648）9511 栃木県農業会議 028（648）7270（直）
（公財）群馬県農業公社 027（251）1220 群馬県農業会議 027（280）6171（直）
（公社）埼玉県農林公社 048（558）3555 埼玉県農業会議 048（829）3481（直）
（公社）千葉県園芸協会 043（223）3008 千葉県農業会議 043（222）1703（直）
（公財）東京都農林水産振興財団 042（528）1357 東京都農業会議 042（525）0780（直）
神奈川県立かながわ農業アカデミー ※1 046（238）5274 神奈川県農業会議 045（201）0895（直）
（公財）山梨県農業振興公社 055（223）5747 山梨県農業会議 055（228）6811（直）
（一社）岐阜県農畜産公社 058（276）4601 岐阜県農業会議 058（268）2527（直）
（公社）静岡県農業振興公社 054（250）8991 静岡県農業会議 054（255）7934（直）
（公財）愛知県農業振興基金 052（951）3626 愛知県農業会議 052（962）2841（直）
（公財）三重県農林水産支援センター 059（848）1226 三重県農業会議 059（213）2022（代）
（公社）新潟県農林公社　青年農業者等育成センター 025（281）3480 新潟県農業会議 025（223）2186（直）
（公社）富山県農林水産公社 076（441）7396 富山県農業会議 076（441）8961（直）
（公財）いしかわ農業総合支援機構 076（225）7621 石川県農業会議 076（240）0540（直）
（公社）ふくい農林水産支援センター 0776（21）8311 福井県農業会議 0776（21）8234（直）
（公社）長野県農業担い手育成基金 026（231）6222 長野県農業会議 026（234）6871（直）
（公財）滋賀県農林漁業担い手育成基金 077（523）5505 滋賀県農業会議 077（523）2439（直）
（公社）京都府農業総合支援センター 075（417）6847 京都府農業会議 075（441）3660（直）
大阪府都市農業参入サポート窓口※1 06（6210）9596 大阪府農業会議 06（6941）2701（直）
（公社）兵庫みどり公社 078（361）8116 兵庫県農業会議（ひょうご就農支援センター） 078（391）1222（直）
（公財）なら担い手・農地サポートセンター 0744（21）5020 奈良県農業会議 0742（22）1101（代）
（公財）和歌山県農業公社 073（432）6115 和歌山県農業会議 073（428）4165（直）
（公財）鳥取県農業農村担い手育成機構 0857（26）8349 鳥取県農業会議 0857（26）8371（直）
（公財）しまね農業振興公社 0852（20）2870 島根県農業会議 0852（22）4471（直）
（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団 086（226）7423 岡山県農業会議 086（234）1093（直）
ひろしましごと館　農業就業相談コーナー ※1 082（224）0121 広島県農業会議 082（545）4146（直）
（公財）やまぐち農林振興公社 083（924）8100 山口県農業会議 083（923）2102（直）
（公財）徳島県農業開発公社 088（621）3083 徳島県農業会議 088（678）5611（直）
（公財）香川県農地機構 087（831）3211 香川県農業会議 087（812）0810（直）
（公財）えひめ農林漁業振興機構 089（945）1542 愛媛県農業会議 089（943）2800（直）
（公財）高知県農業公社 088（823）8618 高知県農業会議 088（824）8555（直）
（公財）福岡県農業振興推進機構 092（716）8355 福岡県農業会議 092（711）5070（直）
（公社）佐賀県農業公社 0952（26）9503 佐賀県農業会議 0952（20）1810（直）
（公財）長崎県農林水産業担い手育成基金 0957（25）0031 長崎県農業会議 095（822）9647（直）
（公財）熊本県農業公社 096（213）1234 熊本県農業会議 096（384）3333（直）
（公社）大分県農業農村振興公社 097（535）0400 大分県農業会議 097（532）4385（直）
（公社）宮崎県農業振興公社 0985（51）2011 宮崎県農業会議 0985（73）9211（直）
（公社）鹿児島県農業・農村振興協会 099（213）7223 鹿児島県農業会議 099（286）5815（直）
（公財）沖縄県農業振興公社 098（882）6801 沖縄県農業会議 098（889）6027（直）
※1 指定法人ではありませんが、就農相談を行っています。※2 平日10：00 ～17：30

※2

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業
●新規就業希望者の相談窓口
　全国新規就農相談センター
　〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8
　中央労働基準協会ビル2階　全国農業会議所内
　TEL：03（6910）1133（相談用）
　http://www.nca.or.jp/Be-farmer/
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●地域の林業について情報を集める

都道府県 都道府県林業労働力確保支援センター等 電話番号
北海道 北海道森林整備担い手支援センター 011（200）1381
青森県 青森県林業労働力確保支援センター 017（732）5288
岩手県 岩手県林業労働力確保支援センター 019（653）0306
宮城県 宮城県林業労働力確保支援センター 022（217）4307
秋田県 秋田県林業労働力確保支援センター 018（864）0161
山形県 山形県林業労働力確保支援センター 023（688）6633
福島県 福島県林業労働力確保支援センター 024（521）3270
茨城県 茨城県林業労働力確保支援センター 029（225）5949
栃木県 栃木県林業労働力確保支援センター 028（624）3710
群馬県 群馬県林業労働力確保支援センター 027（212）6295
埼玉県 埼玉県林業労働力確保支援センター 0494（25）0291
千葉県 千葉県林業労働力確保支援センター 0438（60）1521
東京都 東京都林業労働力確保支援センター 042（528）0643
新潟県 新潟県林業労働力確保支援センター 025（285）7711
富山県 富山県林業労働力確保支援センター 076（441）6747
石川県 石川県林業労働力確保支援センター 076（237）0121
福井県 福井県森林整備支援センター 0776（38）0345
山梨県 山梨県林業労働センター 055（242）6667
長野県 長野県林業労働力確保支援センター 026（225）6080
岐阜県 岐阜県林業労働力確保支援センター 0575（33）4011
静岡県 静岡県林業労働力確保支援センター 054（255）4485
愛知県 愛知県林業労働力確保支援センター 052（953）3608
三重県 三重県林業労働力確保支援センター 0598（48）1226
滋賀県 滋賀県林業労働力確保支援センター 077（522）0307
京都府 京都府林業労働力確保支援センター 075（821）9277
大阪府 大阪府林業労働力確保支援センター 06（6538）7524
兵庫県 兵庫県林業労働力確保支援センター 078（361）8010
奈良県 奈良県林業労働力確保支援センター 0742（27）4860
和歌山県 わかやま林業労働力確保支援センター 0739（83）2022
鳥取県 鳥取県林業労働力確保支援センター 0857（28）0123
島根県 島根県林業労働力確保支援センター 0852（32）0253
岡山県 岡山県林業労働力確保支援センター 086（225）9382
広島県 広島県林業労働力確保支援センター 082（541）6187
山口県 山口県森林整備支援センター 083（932）5286
徳島県 徳島県林業労働力確保支援センター 088（622）8158
香川県 香川県林業労働力確保支援センター 087（861）4353
愛媛県 愛媛県林業労働力確保支援センター 089（934）6153
高知県 高知県林業労働力確保支援センター 0887（57）0366
福岡県 福岡県林業労働力確保支援センター 092（732）5450
佐賀県 佐賀県林業労働力確保支援センター 0952（25）7133
長崎県 長崎県林業労働力確保支援センター 0957（25）0184
熊本県 熊本県林業労働力確保支援センター 096（340）1151
大分県 大分県林業労働力確保支援センター 097（546）3009
宮崎県 宮崎県林業労働力確保支援センター 0985（29）6008
鹿児島県 鹿児島県林業労働力確保支援センター 0995（54）3131
沖縄県 沖縄県林業労働力確保支援センター 098（987）1804

●沿岸漁業

地域 事業実施主体 電話番号
北海道 北海道漁業就業支援協議会 011（280）3007
東北 青森県漁業協同組合連合会 017（722）4218

岩手県漁業協同組合連合会 019（626）8082
秋田県漁業協同組合 018（845）1311
山形県漁業協同組合 0234（24）5612

関東 千葉県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 043（242）6858
東京都漁業協同組合連合会 03（3458）4161
神奈川県漁業協同組合連合会 045（773）6777

北陸 新潟県漁業協同組合連合会 025（243）3681
富山県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 076（431）9595
石川県漁業協同組合 076（234）8818
福井県漁業協同組合連合会 0776（24）1203

中部 静岡県漁業協同組合連合会 054（254）6011
愛知県漁業担い手確保・育成支援協議会 052（971）3501
三重県漁業協同組合連合会 059（228）1205

近畿 大阪府漁業協同組合連合会 072（422）4763
京都府漁業協同組合 0773（77）2202
和歌山県漁業協同組合連合会 073（431）5101
兵庫県漁業協同組合連合会 078（940）8013

中国 鳥取県漁業協同組合 0857（28）0111
漁業協同組合 JFしまね 0852（21）0001
島根県漁業担い手確保・育成支援協議会 08514（2）1832
広島県漁業協同組合連合会 082（278）5588
山口県漁業協同組合 083（231）2212

四国 徳島県漁業協同組合連合会 088（636）0513
香川県漁業協同組合連合会 087（825）0351
えひめ漁業担い手確保促進協議会 089（933）5127
高知県漁業協同組合 088（854）3600

九州 福岡県漁業協同組合連合会 092（713）1162
佐賀県漁業就業者支援協議会 0955（72）2565
長崎県漁業協同組合連合会 095（829）2413
大分県漁業協同組合 097（532）6611
宮崎県漁業協同組合連合会 0985（28）6111
鹿児島県漁業協同組合連合会 099（813）0026
沖縄県漁業者確保・育成支援協議会 098（860）2600

●沖合・遠洋漁業

（一社）全国漁業就業者確保育成センター 03（5545）1617

漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁業業 林林林林林林林林林林林林林林林林林業業
●新規就業希望者の相談窓口
　林業労働力確保支援全国センター
　〒101-0047　東京都千代田区内神田1-1-12
　コープビル　全国森林組合連合会内
　TEL：03（3294）9713
　http://www.nw-mori.or.jp/

●新規就業希望者の相談窓口
　一般社団法人　全国漁業就業者確保育成センター
　〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13　
　三会堂ビル
　TEL：03（5545）1617
　http://www.ryoushi.jp/
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